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ＪＲ東日本の「計画運休」の取組みについて

東日本旅客鉄道株式会社
サービス品質改革部 内田 俊一

2021.０４.０８ 第70回運輸政策セミナー
『自然災害に対応する計画運休の意義と課題～利用者の理解に向けて～』
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1. 「計画運休」以前

2. 「計画運休」のこれまで

3. 「計画運休」の基本方針

4. 浸水対策

5. 2020年の事例

6. 今後に向けて
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「計画運休」以前
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・予報および雨・風の状況等を総合的に踏まえ、運転規制値を
超える雨量、風が見込まれる線区・区間は運転中止

・それ以外の線区・区間は折返しをおこない、運転を継続

基本的な考え方（2018年頃まで）

台風の影響を受ける範囲は、時間とともに変わる
⇒お客さまへの影響を少なくするため、

「動かせるところは動かす」

前もって、各線区一斉に運転中止を計画する
＝「計画運休」は実施していなかった

「計画運休」以前の台風対応
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「計画運休」のこれまで
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駅頭掲示（四ツ谷駅倒木による運転見合わせ）

2018年９月３０日（日）～１０月１日（月）

概況

30日20時頃、「非常に強い」勢力で和歌山県に上陸し、

近畿から東北へ縦断。太平洋側を中心に記録的な
暴風。

・中心気圧950hPa
・中心付近の最大風速45m/s

※八王子市 最大瞬間風速４5.6m/s

経路図

影響

【9/30】 運休1,218本、影響人員 約454,000人

計画運休: ２０時～ 首都圏全路線
【10/１】 運休・遅れ1,302本、影響人員 約916,100人
※安全確認のため首都圏全路線で始発から運転見合わせ

2018年 台風24号（Ｔｒａｍｉ）
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時系列と振り返り

時系列
9/28（金） 9/29（土） 9/30（日） 10/1（月）

6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時

2018年
台風24号

報道およびお客さまからのご意見

【報道】

・せめて午前中に発表してほしかった。
・空振りに終わっても許容する。それが、惨事を未然に防ぐことにつながる。

【ご意見】

・翌朝から見合わせる可能性があるなら、早めにアナウンスすべき。

★12:15発表
「20時頃から全線運転見合わせ」

◎ 20:00頃
和歌山県上陸

★4:00発表

「始発から全線運転見合わせ」

6:04 山手線再開

2018年 台風24号（Ｔｒａｍｉ）
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駅頭掲示（東千葉駅屋根飛散による運転見合わせ）

2019年９月８日（日）～9日（月）

概況

9日3時頃、神奈川県の三浦半島付近を通過して東京

湾を北上し、5時前に千葉県千葉市付近に上陸。千葉
県を中心に記録的な暴風。

・中心気圧960hPa
・中心付近の最大風速40m/s

※千葉市 最大瞬間風速57.5m/s

経路図

影響

【9/8】 運休150本、影響人員 約52,500人

計画運休: 19時～ 東海道線など12路線
【9/9】 運休3,837本、影響人員 約2,777,000人

計画運休: 始発から 首都圏全路線

2019年 台風15号（Ｆａｘａｉ）
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時系列と振り返り

時系列
9/６（金） 9/７（土） 9/８（日） ９/９（月）

6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時

201９年
台風１５号

報道およびお客さまからのご意見

【報道】

・事前の想定が甘く、再開の目途を何度も繰り下げるなどしたため混乱が拡大。
・発信者側と受信者側の認識が一致するような情報でなければならない。

【ご意見】

・運休8時頃までって正気ですか？もっとちゃんと考えてください。

10:15 山手線再開

★17:30千葉支社発表

「千葉支社管内8日夜から9日朝にかけて運転見合わせの可能性あり」

★12:00発表

「首都圏各線区、9日始発から運転見合わせ」

★16:30発表

「首都圏各線区、9日始発から8時頃まで運転見合わせ」
「運転再開までさらに時間を要する可能性あり」

◎ ５:00頃
千葉市付近に上陸

2019年 台風15号（Ｆａｘａｉ）
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2019年10月１２日（土）～13日（日）

概況

12日19時前、伊豆半島付近に上陸。東日本各地で記
録的な大雨。

・中心気圧955hPa
・中心付近の最大風速40m/s

※相模湖 最大連続雨量647mm
（当社設置雨量計）

経路図

影響

【10/12】 運休5,348本、影響人員 約3,365,000人

計画運休: 9時～ 首都圏全路線、新幹線
【10/13】 運休3,410本、影響人員 約1,578,000人

計画運休: 始発から
首都圏全路線、新幹線、地方各線

運行情報Ｔｗｉｔｔｅｒ
（長野新幹線車両センター被災状況）

2019年 台風1９号（Ｈａｇｉｂｉｓ）
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時系列と振り返り

時系列
10/10（木） 10/11（金） 10/12（土） 10/１３（日）

6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時

201９年
台風１９号

報道およびお客さまからのご意見

【報道】

・被災や帰宅困難のリスクを減らすメリットがあった。
・大きな混乱は見られなかった。早めの告知が功を奏している。

【ご意見】

・発表が前日では遅い。台風の進路次第で変更があることを公表した上で、早めに
見通しを発表すべき。

8:00 山手線再開

★10:30発表

「10/12,13の運転を取りやめる可能性あり」

★10:45発表

「10/12の10時頃運転を取りやめ、
13日は少なくとも昼頃まで見合わせ」

★10:30発表

「10/13は少なくとも昼頃まで運転見合わせ」

◎19:00頃 伊豆半島上陸

2019年 台風1９号（Ｈａｇｉｂｉｓ）
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「計画運休」の基本方針
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１．お客さまに余裕を持って行動していただける『計画運休』の公表

（１）『計画運休』の可能性を、可能な限り前々日に発表

（２） 具体的運休計画を、可能な限り前日の昼前に発表

台風による『計画運休』実施における情報提供と早期運転再開手
配の基本方針を策定（2020年3月）

※台風の規模が小さい場合や進路が定まらない場合は、状況により繰り下げる場合もある

※気象庁による台風予報や被害想定、民間気象会社の情報から影響を及ぼすエリアを検討し
計画運休実施の可能性を発表する

※台風の接近に伴い、気象予測の精度が高まった段階で詳細な対象線区を発表する

参考：2019年台風19号

10 17 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

前々日 前日 当日

計画運休時間帯
【プレス】
計画運休の可能性

【プレス】
具体的な運休計画

計画運休の基本方針 1
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設 備 点 検

台風通過
復 旧 作 業

安 全 確 認 列 車

運 転 率 向 上

設 備 点 検

台風通過
復 旧 作 業

安 全 確 認 列 車

運 転 率 向 上

設 備 点 検

台風通過
復 旧 作 業

安 全 確 認 列 車

運 転 率 向 上

甚大な被害が
想定される台風

通常規模の台風

車両疎開を実施

２．運転再開見込み時間の判断

（２）設備点検開始時間の決定に必要な気象予測、被災規模、車両疎開必要時の

各種対応の有無を「運転再開見込み時刻」の変動要素として考慮

（１）運転再開見込みは、過去の点検・復旧所要時間をもとに、台風の規模によって判断

規制解除

初列車

十分な輸送力を確保

被災規模が大きく復旧時間が延びる

規制解除

初列車

十分な輸送力を確保

疎開車両の留置が設備点
検時間に影響を与える

疎開車両の戻しにかかる時間が
運転再開時間に影響を与える

初列車

規制解除

十分な輸送力を確保

計画運休の基本方針 ２
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３．前日の運転再開見込み発表の表現

（２）点検復旧作業が終了し、運転再開計画が固まり次第、
具体的「運転再開」時期を発表

（１）運転再開予定の発表は、以下に配慮して検討

・お客さまが容易に判断しやすい

・駅への集中を回避し混乱状態を引き起こさない

～「明日始発」から運転再開～

～「昼前（昼頃）を目途」に運転再開～

～「昼過ぎを目途」に運転再開～

〜「夜を目途に」運転再開～

～「夕方を目途」に運転再開～

【運転再開見込み表現例】

計画運休の基本方針 ３
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４．あらゆる情報媒体を活用してお客さまへ速やかに情報提供を行う

（１）多言語[日・英・中(簡体・繁体)・韓]で情報配信

（２）復旧に時間を要する場合は、被災状況等の画像を積極的に配信

車内VIS・LED

運行情報

サイネージシステム

画像付き駅頭掲示

異常時案内用DPTwitter

ホームページ ラッチ内LED
ATOS発車標 運行情報多言語アプリ

ご自宅で 駅で 車内で

駅混雑

列車混雑

JR東日本アプリ

お客さまに様々な場面で情報を提供

計画運休の基本方針 ４

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021
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（１）安全確認列車を複数設定、運転区間を細分化することで、
確認時間の短縮化を図る

５．早期運転再開、運転率の早期向上に向けて

安全確認列車と運転再開時のイメージ例

A
駅

B
駅

C
駅

D
駅

F
駅

I
駅

E
駅

H
駅

G
駅

従

来

A
駅

B
駅

C
駅

D
駅

F
駅

I
駅

E
駅

H
駅

G
駅

回送

回送

回送

確認列車確認列車

回送

回送

今

後
H駅始発

G駅始発

F駅始発

E駅始発

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

C駅始発

B駅始発

A駅始発

（２）回送列車を主要駅に配置し、全区間の安全確認終了後、
同時に運転再開

※安全確認列車とは、鉄道設備の最終的な安全確認（飛来物等）のために走行する回送列車である

確認列車

回送

回送 ⇒
D駅始発

計画運休の基本方針 ５

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021



18

６．早期運転再開に向けた点検・復旧体制強化

首都圏での計画運休時の早期運転再開に向け、点検要員及び復旧要員を

複数拠点に事前配置（保線・土木・電力・信通）

レールスター等を活用した
設備点検訓練を実施。

首都圏での主な拠点配置 ＜凡例＞
：技術センター等（現業機関）
：点検・復旧拠点

取手

八王子

横浜

新宿

大宮

千葉

大船

小田原

久里浜

東京

上野

成田

青梅

我孫子

蘇我

佐倉

立川

西船橋

川越

高尾

茅ヶ崎

拝島

高麗川

甲府

土浦

成東

銚子

大網

新松戸

府中本町

上総一ノ宮

上総亀山

奥多摩

武蔵五日市

品川

木更津

香取

鹿島サッカースタジアム

川崎

鶴見

池袋

赤羽

武蔵浦和 南浦和

松岸

熱海

伊東

成田空港

橋本

計画運休の基本方針 ６
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浸水対策
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10月13日（日）1時頃
長野市穂保地区の千曲川で氾濫発生

2019年台風19号における千曲川の氾濫発生状況

×破堤箇所

長野新幹線車両センター

長野新幹線車両センター

千曲川

破堤箇所

長野新幹線車両センター

長野新幹線車両センターの浸水

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021
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・ハード対策の例
設備のかさ上げ、止水板の設置等

※鉄道・運輸機構が財産を所有している施設については、
機構と協議の上、対策を進める

・ソフト対策の例
予備品の確保、代替設備の活用

浸水の際、列車の運転ができなくなる設備を対象とし、
設備の重要度に応じハード・ソフト対策を検討

○対象とする設備
車両を検査・修繕する設備、電気、信号設備、転てつ機等

かさ上げ

かさ上げ

鉄道施設の浸水対策
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河川氾濫等により、車両留置箇所が浸水するおそれがある
場合は、事前に他箇所へ車両を避難

① ハザードマップ等を活用し、河川氾濫等により浸水被害が想
定される車両留置箇所を抽出

② 抽出した車両留置箇所毎に、車両避難の判断を支援する指
標を整備

③ 指標や一般の気象情報等を総合的に判断し車両避難を判断

○車両避難の考え方

鉄道車両の浸水対策（車両避難）

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021
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車両避難の判断を支援する指標を整備し、基準値超過時に
アラームが鳴動するシステムを当社で開発、順次導入

2020年7月9日の豪雨にて、システムが鳴動、長野新幹線車両センター
に留置していた2編成の車両を長野駅に避難させた

⇒ 結果として河川の氾濫等はなかった

車両の避難は、システムや一般の気象情報等を総合的に勘案し判断する

ＪＲ東日本
【システムのイメージ】

①河川水位予測

②流域雨量指数
予測

降雨予測

データ集約 浸水予測情報作成

専用端末
(対策本部等)

部外気象会社

基準値超過時
アラーム鳴動

① 河川水位予測
（大河川）

② 流域雨量指数予測
（中小河川）

③ 流域降雨量予測
（全河川）
※当社作成

車両避難の
判断支援指標

③流域降雨量予測

情報配信

車両疎開判断支援システムの開発

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021
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車両避難に関して社会的にご理解頂きたいこと

○現在の気象予測技術、河川水位予
測技術の限界

⇒車両避難を実施したが浸水しな
いケースの発生

○浸水しない箇所へ車両を移動

⇒事前の車両移動が必要となり、
通常の計画運休と比較し、
運休開始時間が早まる

○車両避難箇所からの運転再開

⇒ 車両を元の場所へ戻す等の
運用変更が発生するため、
通常の計画運休と比較し
運転再開時間が遅くなる

時間
車両避難

なし あり

前日

当日

計画運休決定

営業運転終了

台風通過

設備点検

運転再開

計画運休＋
車両避難決定

営業運転終了

車両避難

台風通過

設備点検

避難車両戻し

運転再開

【計画運休と車両避難のイメージ】

計画運休の時間帯

鉄道車両の浸水対策（車両避難）
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2020年の事例
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時系列と予報

時系列 ９/２２（火） 9/23（水） 9/24（木） 9/25（金）

6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時

2020年
台風１2号

気象情報

・24日から25日にかけて関東甲信地方に
かなり接近するおそれ （気象庁 6:25）

・関東地方の多くのエリアで、24日日中に
運転中止レベルの雨 （ＷＮＩ 8:00）

・予想される24時間降水量（23日18時～・
多いところ） （気象庁 16:55）

関東地方北部 100～200ミリ
関東地方南部 200～300ミリ

※台風の首都圏直撃も想定

★13:00発表

「仙台支社管内24日夕以降、一部運転を取りやめる可能性あり」

ＷＮＩ 9月22日 05時発表

20２０年 台風1２号（Ｄｏｌｐｈｉｎ）

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021
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時系列と予報

時系列 ９/２２（火） 9/23（水） 9/24（木） 9/25（金）

6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時

2020年
台風１2号

気象情報

・24日から25日にかけて関東甲信地方に接近するおそれ （気象庁 6:13）

・予想される24時間降水量（24日6時～・多いところ） （気象庁 6:13）

関東地方北部 200～300ミリ
関東地方南部 200～300ミリ

・千葉・水戸エリアで、24日日中に運転中止レベルの雨 （ＷＮＩ 8:00）

※東寄りの進路となり、関東の東海上を北東進する見解に変化

★11:00発表

「仙台支社管内、24日に一部運転を取りやめ」

★1３:00発表

「水戸支社管内、24日に一部運転を取りやめ」
★16:30発表

「千葉支社管内、24日に一部運転を取りやめ」

関係自治体および学校（高校）に運転の取り止めを連絡
⇒一部の高校では、24日の休校を決定

20２０年 台風1２号（Ｄｏｌｐｈｉｎ）

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021
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時系列と予報

時系列 ９/２２（火） 9/23（水） 9/24（木） 9/25（金）

6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時

2020年
台風１2号

気象情報

・24日にかけて関東地方に接近するおそれ （気象庁 16:29）

・予想される24時間降水量（23日18時～・多いところ） （気象庁 16:29）

関東地方北部 150ミリ
関東地方南部 200ミリ

※朝よりもさらに進路が東寄りに変化、雨量見解が緩和

★17:50発表

「磐越東線の一部、通常通り運転」

★22:30発表

「水戸支社管内、すべて通常通り運転」

20２０年 台風1２号（Ｄｏｌｐｈｉｎ）

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021
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時系列と予報

時系列 ９/２２（火） 9/23（水） 9/24（木） 9/25（金）

6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時 6時 12時 18時

2020年
台風１2号

気象情報

・運転中止レベルの雨は無し （ＷＮＩ 2:00）

・予想される24時間降水量（24日6時～・多いところ） （気象庁 5:55）

関東地方北部 ８０ミリ
関東地方南部 ６０ミリ

※さらに進路が東寄りとなり、台風本体の雨雲は陸上にかかりにくい予想に

★４:２0発表

「千葉支社管内、すべて通常通り運転」

★10:１５発表

「仙台支社管内、すべて通常通り運転」

実施することをお知らせしていた計画的な運休は、すべて取り止めに

20２０年 台風1２号（Ｄｏｌｐｈｉｎ）
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【ご意見】

計画運休は台風の影響で出していると思い
ますが、それは当日、弱まる可能性を考慮し
ても出すべきだと判断して出ているものだと
思っています。

それなのに、当日になって撤回するのは周り
への影響を考慮すると大変問題あることだと
思います。

（20代男性 原文から一部抜粋）

20２０年 台風1２号（Ｄｏｌｐｈｉｎ）

「予報」である以上、「空振り」「見逃し」のリスク ≠ ０
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今後に向けて

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021
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今後に向けて

（１）『計画運休』の可能性を、可能な限り前々日に発表

（２） 具体的運休計画を、可能な限り前日の昼前に発表

「計画運休の基本方針 １」に関する課題

「空振り覚悟」が許容されるか

予報の「ブレ幅」も考慮した判断が求められる
発表の「タイミング」「表現」
急遽の計画変更時の「案内」

○お客さまが余裕を持って行動できるような情報提供

○可能な限り早期の運転再開

UCHIDA Syunichi, 70th  Transport Policy seminar on JTTRI, 2021
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